
氏名 吉田　光次

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

単著

①

有限温度・有限密度物質の相転移現象

平成９年３月　京都大学大学院理学研究科物理学第二専攻博士課程修了

博士（理学）

原子核・素粒子物理

単著､
共著
の別

パソコン入門講座（本学主催）

学生指導委員、ホームページ委員、総合研究所運営委員、ネットワーク委員

現在の専門分野

著書､学術論文等の名称

平　成　２０　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

最終学歴

所属学会

研究課題

概　　　　　　　要

日本物理学会

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月

(その他）

文科系大学での表計算ソフトの
利用は、在学時の利用が多くな
いため、卒業後の利用を見込ん
で学習させる必要がある。その
ようなモチベーションを持っ
て、限られた時間の中で将来役
に立つ表計算の技術の習得をす
るための工夫と課題を述べる。

大学教養教育にお
ける表計算ソフト
エクセルの実習―
講義上の要点と課
題―
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